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AILEX合同会社

AILEX
小規模法律事務所のための統合型AI法務プラットフォーム

58種類のAI文書テンプレート × 業界唯一のAIファクトチェック

業界唯一: AIファクトチェック 業界初: mints AI強化 v7i / 2026年2月
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サービス概要

AILEXは、訴訟文書・交渉文書のAI生成、AI法律相談チャット、AIファクトチェック、AI事件分析、相手方書面AI分析、陳述書ドラフ
トAI生成、セマンティックサーチ、ワンクリックAI文書分析、複数文書クロス分析、mints電子提出パッケージ生成、契約書チェッ
ク、AIエージェント、PII自動マスキング、統合業務管理、依頼者ポータルを一つのプラットフォームに統合した「リーガルOS」で
す。

弁護士1〜5名規模の小規模事務所を主な対象とし、大手事務所並みのAI機能を提供します。AI出力は全て「ドラフト・参考情報」と
して位置付け、弁護士法72条（非弁行為の禁止）に配慮した設計です。

開発の背景

日本の約18,000法律事務所の99%が弁護士20名以下の小規模事務所であり、62%が個人事務所です。弁護士一人あたりの年間労働時
間は2,321時間と長時間労働が常態化し、平均所得はこの20年間で約49%減少。98%がFAXを使用するデジタル化の遅れも深刻です
。2026年5月の民事裁判IT化（mints電子提出）に向け、小規模事務所のデジタル対応は喫緊の課題となっています。

市場ポジショニング（ブルーオーシャン戦略）

  カテゴリ   市場成熟度   AILEXの位置

  契約レビュー   飽和（10社超）   非参入（レッドオーシャン回避）

  訴訟文書AI   黎明期（3〜5社）   中核市場 — 58テンプレートで圧倒

  mints対応訴訟支援   未確立（0社）   AILEXが独占（競合ゼロ）

  統合型訴訟AI SaaS   未確立（0社）   AILEXが市場開拓

市場規模

グローバルリーガルテック市場: 2025年 約340億ドル（約5兆円）→ 2034年 約780億ドル（CAGR 9.8%）
日本リーガルテック市場: 約2,500億円規模（成長継続中）
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AILEX（エーアイレックス）機能概要

主要AI機能（全15カテゴリ）

1 AI文書生成（58テンプレート）
訴訟・交渉・契約の各場面に対応する58種類のAIテンプレート。基本27種＋専門31種を15カテゴリタブの統合カードUIで一覧表示。PIIマ
スキング→コンテキスト構築→AI生成→PIIアンマスクの4ステップ進行をリアルタイム可視化。

2 AI法律相談チャット
Claude
APIストリーミング応答。事件紐づけによるコンテキスト反映、Markdownレンダリング、セッション管理、フォローアップ自動提示、.d
ocxエクスポート対応。

3 AIファクトチェック 業界唯一

Perplexity
API連携によるAI生成文書・相手方書面の法的根拠・判例引用のリアルタイム検証。50社超のリーガルテックSaaS調査で同等機能の搭載
を確認できたサービスはゼロ。

4 AI事件分析（Mermaid図可視化）
関係者関係図・請求構造・時系列経緯図・争点弱点の4タブ分析。Mermaid
3種（graph/timeline）自動生成、SVGレンダリング・pan+zoom・CJKフォント・Excel/PNG/DOCXエクスポート。

5 相手方書面AI分析
準備書面アップロードで主張の構造化抽出＋反論ドラフト自動生成。Perplexity APIファクトチェック同時実行。

6 陳述書ドラフトAI生成
原告・被告・証人・関係者の4立場対応。事件コンテキスト自動注入＋ファクトチェック統合。

7 セマンティックサーチ
Claude  APIリランキング方式の意味ベース文書検索。XServer互換2段階方式（FULLTEXT+LIKE→Claude
APIリランキング+要約）。関連度スコア（0〜100）付き。

8 ワンクリックAI文書分析
要約・年表・QAの3種分析をボタン1つで実行。プロンプト不要、タイムラインUI（重要度アイコン付き）。

9 複数文書クロス分析
事件内全文書の横断AI分析。矛盾・相違点検出（影響度+対応案）、証拠の空白・欠落、統合年表、要注意ポイント（弱点検出）の6セク
ション自動生成。最大10文書一括。

10 mints提出パッケージ生成 業界初 競合ゼロ

AI証拠説明書自動生成、mintsフォームテキストAI生成、AIコンプライアンスチェック（8項目）、AI証拠並び順提案、証拠番号スタンプ
、画像→PDF・DOCX→PDF変換、動画音声カバーページ、50MB超自動分割、OCR対応。

11 契約書チェック
PDF・画像形式の契約書をClaude APIがリスク分析し、指摘事項と改善提案を自動生成。

12 AIエージェント（14ツール）
事件・文書・スケジュール・依頼者・報酬・請求書検索、統計、スケジュール作成、使い方情報、全文/セマンティック検索、AI文書分析
、クロス分析の14ツール。3段階AIフォールバック（Claude→OpenAI Tool Use→Simple）。

13 PII自動マスキング
外部AI  API送信前に個人識別情報を自動プレースホルダー置換→応答後復元。弁護士法23条対応。マスキングレベル  off/structured/full
3段階。依頼者への同意説明不要。

14 統合業務管理（10機能）
事件・文書・タスク（AI優先度スコアリング）・スケジュール（Googleカレンダー同期・期日監視cron）・依頼者・報酬・請求書（PDF
＋メール送信・インボイス制度対応）・相談・コンフリクトチェック・企業法務手続ウィザード（10種類Mermaid付き）。

15 依頼者ポータル
トークンベースログイン不要。マイルストーン進捗管理、文書共有、メッセージ送受信（添付対応）。
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AILEX（エーアイレックス）機能概要

技術アーキテクチャ

AI APIの戦略的活用（3つのAI API × 3段階フォールバック）

  API   用途

  Anthropic Claude API   AI法律相談・事件分析・書面分析・陳述書生成・セマンティックサーチ・
文書分析・クロス分析・契約書チェック・AIエージェント（主系統）

  OpenAI GPT-4o API   文書生成（出典付き応答）・mints AI強化・AIエージェント（フォールバック）

  Perplexity API   ファクトチェック・書面分析引用検証

プラットフォーム規模: 44 DBテーブル / 42 APIエンドポイント / 52ページテンプレート

セキュリティ・コンプライアンス

• 弁護士法72条対応: 全AI出力を「ドラフト・参考情報」と明示
• 2段階認証（2FA）: メールベース6桁コード（5分有効・3回試行制限）
• 5段階ロールベースアクセス制御: admin / attorney / paralegal / staff / portal
• PII自動マスキング: 弁護士法23条（守秘義務）対応、依頼者同意不要
• 全操作の監査ログ記録（audit_logsテーブル）
• CSRF / XSS / SQLインジェクション / セッション固定攻撃対策
• reCAPTCHA v2（ログイン・登録）、セキュリティヘッダー標準実装
• LINE Login対応（OAuth 2.0 + OpenID Connect）
• 入力データのAI学習利用なし（全ページに明示表示）
• データ分離（全テーブルにcreated_by / user_idフィルタ）

グローバル展開ビジョン

  フェーズ   内容   目標

  Phase 1 (Y0-Y1)   日本PMF確立   ARR ¥100M / 50-100事務所

  Phase 2 (Y1-Y2)   英語版開発・米英パイロット   ARR ¥384M

  Phase 3 (Y2-Y3)   米英本格展開   ARR ¥960M

  Phase 4 (Y3-Y4)   AU/SG・EU展開   ARR ¥1.74B

  Phase 5 (Y4-Y5)   グローバルスケール   ARR ¥2.76B / 1,000+事務所

参考:  Clio（カナダ・法律事務所向けSaaS）はARR
2.5億ドル超・バリュエーション30億ドルに到達。AILEXは「訴訟実務のリーガルOS」として日本発のグローバルプロダクトを目指します。

お問い合わせ

公式サイト https://ailex.co.jp
SaaSアプリ https://users.ailex.co.jp
グローバル版（予定） https://ailex.works
メール info@ailex.co.jp
公式LINE https://lin.ee/P9JAWZp

AILEX合同会社
〒150-0043 東京都渋谷区道玄坂1-10-8 渋谷道玄坂東急ビル
事業内容: AI法務支援SaaSの開発・運営  |  設立: 2025年

※
AILEXが生成する全てのAI出力は「ドラフト・参考情報」であり、最終的な法的判断は弁護士自身が行うことを前提としています。本サービスは弁護士法72条に定める法律事
務の取扱いには該当しない、弁護士の業務支援ツールです。
※ 本資料の記載は2026年2月時点の仕様（v7i）に基づいています。正式ローンチまでに一部変更となる場合があります。
※「業界唯一」「競合ゼロ」の記載は当社調査（50社超）に基づくものであり、調査対象外のサービスにおいて同等機能が存在する可能性を否定するものではありません。
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